
善光寺平と渡来人

トピック（テーマ） 善光寺平と渡来人

ねらい
善光寺平には渡来人の痕跡が色濃く残されている。百済・高句麗・新羅
などの影響を受けた古墳群を紹介しながら、善光寺平は渡来人の聖地
であったことを知る。

キーワード
　積石塚古墳群　合掌型石室  善光寺　大室古墳　八丁鎧塚古墳　鮎川
古墳群　根塚古墳　金鎧山古墳　森将軍塚古墳　笹塚古墳　菅間王塚
古墳　長原古墳群　川柳将軍塚古墳　海山北山古墳　安坂状群塚古墳
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1 書名 シナノにおける古墳時代社会の発展から律令期への展望

著者名 西山克己／著

出版社 雄山閣

出版年 2013

内容紹介 長野県の古代を主に渡来文化を中心に解説。

2 書名 信濃古代史考

著者名 大和岩雄／著

出版社 大和書房

出版年 2013

内容紹介
古代信濃を、1）古代ヤマト王権との関係 2）渡来人の関係 3）信濃の
神と神社との3つの視点から解明する。

3 書名 積石塚と渡来人

著者名 東京大学出版会

出版社 東京大学出版会

出版年 1989

内容紹介
善光寺平に多い積石塚古墳の正体を探り、渡来系墓制であることを解
説

資料リスト 1 書名 シナノから科野そして信濃へ

著者名 西山克己／著

出版社 龍鳳書房

出版年 2020

内容紹介
長野県の古代をシナノ・科野・信濃と三つの時代にわけ、この地域がど
のように発展してきたのかを古墳や遺跡の出土品、形態などから解説。

2 書名  「シナノ」の王墓の考古学

著者名 川崎　保／編

出版社 雄山閣

出版年 2006

内容紹介
信濃的世界の形成過程を7人の識者により解説。首長墓と支配領域、
水運と馬産出、積石塚と渡来人、稲作文化と雑穀文化など。

3 書名 九州考古学の現在

著者名 西谷　正／著

出版社 海鳥社

出版年 2021

内容紹介
邪馬台国や金印のなぞなど九州の考古学のいまを解説。中に相島積石
塚古墳に触れ、渡来人との関係を探る。
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4 書名 善光寺の謎─今明かされる「怨霊封じ」の真実

著者名 宮元健次／著

出版社 祥伝社

出版年 2009

内容紹介
謎の寺善光寺の実態をさまざまな資料を駆使して解説。長野が渡来人
の聖地であると結論づける

雑誌 1 論題名 平安時代の信濃の渡来系氏族について

著者名 川崎保

雑誌名 信濃

出版年

巻号頁数 第3次第72巻第2号

2 論題名
< 博士論文要旨および審査報告> シナノにおける古墳時代後期社会の
発展から律令期への展望

著者名 西山克己 

雑誌名 専修人文論集

出版年 2012

巻号頁数

新聞 1 見出し 第２回善光寺サミット　記念講演　梅原猛氏、中村康隆大僧正

発行機関 信濃毎日新聞　朝刊5ページ

年月日 1995.11.28

2 見出し 県立歴史館講座　積石塚古墳と合掌形石室　朝鮮半島との交流　

発行機関 信濃毎日新聞朝刊33ページ　

年月日 2011.2.11

3 見出し 古墳時代の渡来系文化　馬の墓・積石塚、特徴的

発行機関 信濃毎日新聞　朝刊13ページ

年月日 2018.6.6
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